
精神疾患とその治療

問題 ８４ 精神医学，精神医療の歴史に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ クレペリン（Kraepelin, E.）は，１８世紀末，長年鎖に繋がれていた精神障害者を

解放し，人道主義に基づく治療を実施した。

２ 呉秀三は，明治時代の日本において私宅監置されていた精神障害者の実態を批判

し，精神衛生法制定のきっかけをつくった。

３ シュナイダー（Schneider, K.）は，精神障害の分類に努力し，現在の精神疾患分

類にも大きな影響を与えた。

４ フロイト（Freud, S.）は，精神分析の創始者であり，神経症性障害の機制の解明

に大きな影響を与えた。

５ ライシャワー事件は，戦後の日本の精神医療に大きな影響を与え，精神保健法の

制定のきっかけになった。

問題 ８５ 脳の部位とその機能に関する次の組合せのうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 側頭葉 運動性言語機能

２ 後頭葉 視覚や色彩の認知機能

３ 頭頂葉 意志や判断の制御機能

４ 視床下部 記憶機能

５ 海馬 体温調節機能
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問題 ８６ 精神疾患の成因と分類に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 外因性精神障害には，統合失調症が含まれる。

２ 内因性精神障害には，双極性障害が含まれる。

３ 心因性精神障害には，アルツハイマー型認知症が含まれる。

４ DSM―５において双極性障害は抑うつ障害群の一部に含まれる。

５ DSM―５はWHO（世界保健機関）によって作成されている。

問題 ８７ 症状と精神疾患に関する次の組合せのうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ 保続は，認知症や脳血管障害などの器質性精神障害でみられ，思考が１つのこと

にこだわって進まない症状を指す。

２ 振戦せん妄は，統合失調症の急性期にみられ，多彩な幻覚を伴った精神運動興奮

状態を呈する。

３ 観念奔逸は，解離性障害でみられ，別人格の出現により主人格の観念が逸脱する

ことを指す。

４ 思考の制止は，統合失調症でみられ，幻聴などにより思考の流れが中断すること

を指す。

５ 対話性の幻聴は，シュナイダーの一級症状に挙げられ，統合失調症の診断に有用

な症状の一つである。
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問題 ８８ 次のうち，図や絵をかく（描く，書く）ことで進められる心理的検査とし

て，正しいものを２つ選びなさい。

１ ウィスコンシンカード分類検査

２ ベンダー・ゲシュタルトテスト

３ レーブン色彩マトリックス検査

４ 主題統覚検査

５ HTPテスト

問題 ８９ うつ病ないし双極性障害に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 病因に対する仮説の一つとして，アセチルコリンやドーパミンといった脳内モノ

アミンの減少や，シナプス受容体の変化が提唱されている。

２ うつ病が重篤な場合は支持的精神療法のみでなく，抗うつ薬の内服とともに認知

行動療法や洞察的精神療法の併用により治療効果を上げる。

３ 双極性障害が重篤な場合は薬物の内服のみでなく，デポ剤の注射による気分安定

薬の投与や高照度光線療法の併用により治療効果を上げる。

４ 双極性障害による爽快気分は，うつ病による抑うつ気分と同様に朝方が強く，午

後から夕方にかけて軽快する日内変動をみることが多い。

５ 双極Ⅰ型障害はⅡ型障害に比べて，過去のうつ病エピソードの有無を問わず，現

在の躁病エピソードが入院治療の対象となる点で異なる。
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問題 ９０ 神経性無食欲症にしばしばみられる所見に関する次の記述のうち，正しい

ものを２つ選びなさい。

１ 脈拍数の増加

２ 全身の脱毛

３ 甲状腺機能の亢進

４ 高コレステロール血症

５ 無月経

問題 ９１ 精神療法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 系統的脱感作法は，うつ病の精神療法に有用と考えられ，マイナス思考が生じる

場面を階層化し，段階的に合理的な状況の受容に導く治療法である。

２ 支持的精神療法は，患者の苦悩や行動を否定せず，すべて支持することにより，

患者の自尊心を回復させる治療法である。

３ 力動精神療法（精神分析的精神療法）は，統合失調症の精神療法に有用と考えら

れ，自己の再生を導く治療法である。

４ 森田療法は，発達障害に有用と考えられ，自由連想法を用いて不適応を起こして

いる心理的要因を内省させる力動精神療法の一つである。

５ 認知行動療法は，認知のあり方に働きかけて精神障害の治療を行う方法で，強迫

性障害に対して有効である。
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問題 ９２ 精神科薬物療法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 抗精神病薬には，抗幻覚妄想作用と抗けいれん作用がある。

２ 双極性障害の治療においては，抗うつ薬の使用を原則として，必要に応じて抗不

安薬を併用する。

３ 炭酸リチウムは，治療域と中毒域が近いので，血中濃度をモニタリングしながら

慎重に投与する。

４ 抗精神病薬の副作用には，振戦，腎障害，甲状腺機能障害などがある。

５ 抗不安薬の服用においては，精神依存も身体依存も発生することはない。

問題 ９３ 精神科治療における人権擁護に関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ 精神科病院の入院にあたっては，書面による告知や人権擁護にかかわる機関の明

確化が定められている。

２ 精神科救急情報センターは市町村によって運営され，精神保健に関する身近な相

談機関として利用されている。

３ 精神科病院において隔離等の行動制限を行った場合，記録の必要性に関する法的

な規定はなく，各病院の自主性に任されている。

４ 医療保護入院にあたっては，精神保健指定医１名以上の診断および選任された保

護者の同意が必要である。

５ 身体拘束を行う場合に「他の患者との人間関係を著しく損なうおそれがある等，

その言動が患者の病状の経過や予後に著しく悪影響を及ぼす場合」が含まれる。
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精神保健の課題と支援

問題 ９４ 各発達段階における精神保健の課題に関する次の記述のうち，正しいもの

を２つ選びなさい。

１ 乳児期（１歳まで）では，出産後の母親の精神的問題としてマタニティーブルー

がある。

２ 学童期（６歳～１２歳頃）には，学校・集団場面への不適応のことを，モラトリア

ムという。

３ 思春期（１２歳～１８歳頃）は，身体的，心理的，社会的に変動が大きい時期であり，

この時期の行動・心理症状を空の巣症候群という。

４ 青年期（１８歳～３０歳頃）はアイデンティティの確立期であり，うつ病の好発年齢

とされている。

５ 壮年期・中年期（３０歳～６５歳頃）は，家庭や社会での役割が変化・増大する時期

であり，身体的・精神的なストレスから，飲酒やギャンブルなどに注意が必要であ

る。
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問題 ９５ 児童虐待と高齢者虐待の現状に関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ 家族による児童虐待の種類で最も多いのは，身体的虐待である。

２ 養護者による高齢者虐待の種類で最も多いのは，身体的虐待である。

３ 高齢者虐待が最も生じやすい家族形態は，夫婦のみの世帯である。

４ 児童相談所で対応している児童虐待相談について，近年の被虐待児数の年齢別割

合は，３歳から学齢前での増加が著しい。

５ 「高齢者虐待防止法」の施行以来，養介護施設従事者等による高齢者虐待は減少

傾向にある。

（注）１ 「高齢者虐待防止法」とは，「高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する

支援等に関する法律」のことである。

２ 「養介護施設従事者等」とは，介護老人福祉施設など養介護施設又は居宅サー

ビス事業など養介護事業の業務に従事する者である。

問題 ９６ 我が国の学校教育に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 文部科学省の不登校の定義では，不登校の要因・背景に経済的な理由も含んでい

る。

２ 文部科学省のいじめの定義では，いじめの発生場所を学校内に限定している。

３ 「文部科学省の調査」によると，小・中学校における不登校児童生徒の割合

は，２０１２年度（平成２４年度）以降減少傾向にある。

４ 「文部科学省の調査」によると，小・中・高等学校から報告のあった自殺した児

童生徒数は２３０人である。

５ 「文部科学省の調査」によると，自殺した児童生徒がおかれていた状況で最も多

いのは「友人関係での悩み（いじめを除く）」である。

（注） 「文部科学省の調査」とは，２０１４年度（平成２６年度）「児童生徒の問題行動等

生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科学省）のことである。
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問題 ９７ 「労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度」に関する次の記述のう

ち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 事業者は，常時使用する労働者に対し，６か月ごとに１回，定期に心理的な負担

の程度を把握するための検査（以下，ストレスチェック）を行わなければならない。

２ ストレスチェック制度は，三次予防を主な目的として創設された。

３ ストレスチェックを実施できるのは産業医及び保健師である。

４ ストレスチェックの結果は，ストレスチェックを実施した者より直接本人に通知

され，受検者本人の同意なく事業者に提供されることは禁止されている。

５ 心理的負担の程度が高い労働者の職場環境の調整は，衛生委員会により行われ

る。

（注） 「労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度」とは，労働安全衛生法で定

める「労働者の心理的な負担の程度を把握するための検査及びその結果に基づく

面接指導の実施等を事業者に義務づける制度」のことである。

問題 ９８ 我が国の子どもの貧困問題に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選

びなさい。

１ ２０１４年（平成２６年）６月に閣議決定された「子供の貧困対策に関する大綱」にお

いて，スクールソーシャルワーカーの配置の推進が明記され，配置に関して具体的

な数値目標が示された。

２ 我が国の子どもの貧困率（１７歳未満の子どもの相対的貧困率）は，OECD加盟国

の平均を下回っている。

３ 子どもがいる現役世帯のうち，大人が１人の世帯の相対的貧困率は，大人が２人

以上いる世帯に比べて非常に高い水準である。

４ 経済的理由により就学困難と認められ就学援助を受ける小・中学生の割合（就学

援助率）は，最近１０年間は減少傾向にある。

５ 貧困によって引き起こされる社会的不利は子どもの成長や発達に大きな影響を与

える。
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問題 ９９ 勤労者のメンタルヘルスに関する法規及び機関と，その内容に関する次の

組合せのうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 地域障害者職業センター 職場復帰支援

２ 精神保健福祉センター 職場適応援助者（ジョブコーチ）

３ 労働基準法 衛生委員会

４ 労働安全衛生法 EAP（Employee assistance program）

５ 過労死等防止対策推進法 リワーク・プログラム

問題 １００ 次の記述のうち，近年の精神保健の諸問題に関する対策として，正しい

ものを１つ選びなさい。

１ 薬物依存対策として２０１４年（平成２６年）に薬事法（現 「医薬品医療機器等法」）

が改正され，危険ドラッグを所持しているだけでも罰せられるようになった。

２ 「自殺総合対策大綱」（２０１２年（平成２４年））では，自死遺族の心の健康を保つた

めに，遺族同士が集まって話すのを避けることとしている。

３ 認知症対策として「認知症サポーターキャラバン」で養成された認知症サポーター

数は，近年は減少傾向にある。

４ ひきこもり対策として，地域若者サポートステーションでは，就労を除くすべて

のニーズに対する支援を提供している。

５ 災害派遣精神医療チーム（DPAT）は通常，災害発生の数か月後から被災地での

支援活動を始める。

（注） 「医薬品医療機器等法」とは，「医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全

性の確保等に関する法律」のことである。
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問題 １０１ 次の記述のうち，精神保健に関する諸活動として，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 新健康フロンティア戦略は，健康づくりや疾患予防に重点をおく施策を進めてい

く，国民の健康向上を目的とした戦略である。

２ 「健康日本２１」は，国民自らが予防を重視した健康づくり，家族の役割の見直し

や地域コミュニティの強化，研究開発によって，国民が持っている能力を活かして

充実した人生を送ることができるように支援するプランである。

３ 「健康日本２１」（第２次）は，健康寿命の延伸・健康格差の縮小など基本的な５

項目について，健常者が障害者を支えることで，すべての国民が健やかで心豊かに

生活できる活力のある社会を目指すプランである。

４ スマート・ライフ・プロジェクトは，企業や団体が主体となり，「健康寿命をの

ばしましょう。」をスローガンに「運動，食生活，禁煙，睡眠」の４つの柱におい

て具体的な行動が設定されている。

５ ２０１２年度（平成２４年度）の「精神保健福祉資料」によると，精神科病院における

１９歳以下の６月の新入院患者数は，全体の約１割未満である。

（注） 「精神保健福祉資料」とは，厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精神・障

害保健課が，毎年６月３０日付で都道府県・政令指定都市に報告を依頼している調

査のことである。
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問題 １０２ 精神保健福祉の普及や啓発などを目的とした民間団体による活動に関す

る次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ AA（Alcoholics Anonymous）とは，アルコール依存症者を対象にしたセルフ

ヘルプグループであるが，活動が始められた当初は薬物依存症者も参加していた。

２ NA（Narcotics Anonymous）とは，日本で設立されたアルコール依存症者の家

族を対象にした家族会である。

３ DARC（Drug Addiction Rehabilitation Center）とは，薬物依存の回復者が運

営している医療機関である。

４ みんなねっと（全国精神保健福祉会連合会）とは，当事者によって立ち上げられ

た精神障害のある人のためのセルフヘルプグループである。

５ コンボとは，精神障害のある人のためのピアサポートによる活動である。

問題 １０３ WHO（世界保健機関）に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ メンタルヘルスアクションプラン２０１３－２０２０には，２０２０年までに達成する目標と

して，世界の８０％の国々がメンタルヘルス指標を２セット以上毎年収集し，報告す

ることが明記されている。

２ 世界自殺レポートは，自殺予防が世界的な保健課題として優先であると捉え，１５

歳以上を対象にWHO統合国際診断面接から得られた結果をもとに作成された。

３ WHOの勧告と行動指針には，世界の精神科医療に関する勧告や行動指針が明示

されている。

４ ２０１６年世界保健デーのテーマは，アルコール依存症である。

５ ライフスキル教育プログラムは，心理社会的能力を向上させるために小学生を対

象に作られたプログラムで，喫煙，飲酒，薬物乱用防止教育として有効である。
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精神保健福祉相談援助の基盤

問題 １０４ 精神保健福祉士法に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ 精神保健福祉士が信用失墜行為を行った場合，１年以下の懲役又は３０万円以下の

罰金に処される。

２ 精神保健福祉士が業務を行うに当たって，精神障害者に主治医がいる場合は，相

談や情報共有を求めることはできるが，指導まで受ける必要はない。

３ 精神保健福祉士に欠格事由は設けられていない。

４ ２０１０年（平成２２年）１２月の精神保健福祉士法の改正により，精神保健福祉士は「障

害者総合支援法」による事業を利用する精神障害者の地域相談支援の利用に関する

相談に応じることが規定されている。

５ ２０１０年（平成２２年）１２月の精神保健福祉士法の改正において，社会福祉士及び介

護福祉士法と同様に「誠実義務」と「資質向上の責務」が追加された。

（注） 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律」のことである。
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問題 １０５ 精神保健福祉士の役割や専門技術に関する次の記述のうち，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉士の役割は，相談・助言・指導の３つである。

２ 日本精神保健福祉士協会倫理綱領には，倫理原則と倫理基準があり，①クライエ

ントに対する責務，②機関に対する責務，③社会に対する責務の３つについて各々

に示されている。

３ 「精神保健福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」（２０１０年（平

成２２年））の中で，今後の精神保健福祉士に求められる役割の一つとして，「医療機

関等におけるチームの一員として，治療中の精神障害者に対する相談援助を行う役

割」が挙げられている。

４ 「障害者総合支援法」において，精神障害者や家族の相談に対応する職員とし

て，市町村に精神保健福祉士の配置が義務づけられた。

５ 精神保健福祉士は，クライエントのニーズ実現のため，署名活動や社会資源の開

発等のアファーマティブアクションを行う。
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問題 １０６ 精神保健福祉士の倫理に関する次の記述のうち，最も適切なものを１つ

選びなさい。

１ 「生活費に困っている」と訴える施設の利用者に，障害年金制度について説明し

たが理解が難しく，両親に来てもらい手続きを進めてもらうよう依頼する。

２ 精神保健福祉士法第４０条に明記されている秘密保持義務は，精神保健福祉士でな

くなった後も同様であり，違反した場合，２０万円以下の罰金に処するとされてい

る。

３ 倫理綱領は専門職倫理の行動規範を示したものであるため，判断に迷ったら倫理

綱領を最優先とし，倫理綱領のとおりに行動すれば誰でも正しいソーシャルワーク

が実践できる。

４ ソーシャルワーク実践においてバーンアウト（burnout syndrome；燃え尽き症

候群）しないために，精神保健福祉士には高いストレス対処能力が求められてお

り，周りに相談せずに１人で対処しなければならない。

５ クライエントを他機関に紹介する際，精神保健福祉士同士であったとしても，個

人情報や記録の提供についてクライエントと協議しなくてはならない。
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問題 １０７ ２０１４年に採択されたソーシャルワーク専門職のグローバル定義に関する

次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ ソーシャルワークのグローバル定義では，西洋中心主義への批判から多様性を尊

重し，発展途上国の意見や実状，先住民の知を反映することが盛り込まれた。

２ ソーシャルワークのグローバル定義は世界共通のものであり，いかなる国であっ

ても，この原則に則り展開する必要があり，各国及び世界の各地域の実情に併せた

展開をしてはならない。

３ 国際ソーシャルワーカー連盟には，日本では「社会福祉専門職団体協議会」を調

整団体として，「日本ソーシャルワーカー協会」「日本社会福祉士会」「日本医療社

会事業協会」「日本介護福祉士会」の団体が加盟している。

４ ソーシャルワークのグローバル定義では，ソーシャルワークは生活課題に取り組

み，ウェルビーイングを高めるよう，人々や様々な構造に働きかけることが記され

ている。

５ ソーシャルワークのグローバル定義では，ソーシャルワークは学問に基づいた専

門職であり，実践であるとされている。
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問題 １０８ 相談援助の理念に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ ヴォルフェンスベルガー（Wolfensberger, W.）は，ノーマライゼーションの理

念をアメリカに導入し，自立生活運動としてのノーマラーゼーションの概念を主張

した。

２ バンク－ミケルセン（Bank-Mikkelsen, N. E.）は，「すべての知的障害者の日常

生活の様式や条件を，社会の普通の環境や生活方法にできるだけ近づけることを意

味する」と「ノーマライゼーションの原理」で述べている。

３ ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）の理念は，１９９４年にスペインのサラ

マンカで開催された「特別なニーズ教育に関する世界会議」において出された。

４ 日本ソーシャルワーカー協会の倫理綱領においてエンパワメントとは，自由，平

等，共生に基づくものであるとされている。

５ インフォームド・コンセントは，医師が患者に対して適切だと考えられる治療法

の利点について十分な説明を行い，その治療法に対する同意を得ることである。
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問題 １０９ 精神保健福祉分野における相談援助に関する次の記述のうち，適切なも

のを２つ選びなさい。

１ 精神科病院に長く入院している患者は，施設症による社会生活能力の低下がみら

れることが多く，生活の質を担保するためにも，専門職主導で積極的に代理行為を

行うことが求められている。

２ パターナリズム（paternalism；父性的温情主義）に基づいた支援は，それがど

れだけ利用者の利益につながるものであっても，ソーシャルワークの価値に基づい

た実践とはいえない。

３ 抑うつ，不眠，食欲不振などの症状で受診する人の背景に，アディクション問題

が隠れていることもあるので，注意が必要である。

４ 精神科デイケアのプログラム内容については，メンバーが柔軟な対応力を身に付

けられるようデイケアスタッフのみで考え，メンバーには極力直前まで知らせない

ようにする。

５ セルフヘルプグループとのかかわりについて，運営の主役はメンバーであるもの

の，メンバーの運営力に限界があることも多く，精神保健福祉士が管理運営しなく

てはならない場合もある。
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問題 １１０ Ａさん（２１歳，男性）は幻聴・妄想の症状が出現し，Ｕ病院を受診した

ところ，統合失調症と診断された。その後６か月の入院でＡさんの症状は落ち着

き，Ｕ病院を退院した。その後，Ｕ病院への通院を続けながら就労継続支援Ｂ型事

業のＶ作業所に通い始めた。Ａさんが入院時に担当していたＵ病院のＢ精神保健福

祉士は，外来時にＡさんから相談があると言われた。Ａさん曰く，「作業所の職員

の中に，利用者に対して人格を否定するような暴言をする人がいていつも嫌な思い

をしている。地理的な事情により，他に自宅から通えそうなところがなく，気の合

う仲間もいるので揉めごとは起こしたくはない」とのことであった。

次の記述のうち，この後のＢ精神保健福祉士の対応として，最も適切なものを１

つ選びなさい。

１ Ｕ病院で権利擁護に関連する講演会を主催することを提案する。

２ Ａさんの妄想症状が出現している旨を主治医に報告する。

３ Ａさんが揉めずにＶ作業所を退所できるよう，辞める口実を一緒に考える。

４ Ａさんが他の施設に通うことができるよう，新しい施設の設立を行政に要求す

る。

５ Ｖ作業所に連絡を取り，事実関係を確認する。
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問題 １１１ 精神科医療機関における専門職の役割に関する次の記述のうち，正しい

ものを１つ選びなさい。

１ 臨床心理技術者は，患者や相談者に心理学的な援助や判定を行い，医師の指示の

もと，精神療法やカウンセリングを実施する国家資格及びその有資格者である。

２ 退院後生活環境相談員は，医療保護入院者が可能な限り早期に退院できるよう，

個々の退院支援のための取組みにおいて中心的な役割を果たす。

３ 精神保健指定医は，医師国家試験に合格し医師として登録した後，精神科臨床経

験３年以上を含む５年以上の臨床経験を有する精神科医が講習を受け，レポートを

提出することで申請できる資格であり，医師法に定められている。

４ 作業療法士は，身体に障害のある人や障害の発生が予測される人に対して，基本

動作能力の回復や維持，障害の悪化の予防を目的に，自立した日常生活が送れるよ

う支援する専門職であり，作業療法士法に規定されている。

５ 精神保健福祉士は，身体上もしくは精神上の障害があること，または環境上の理

由により日常生活を営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ助言，指導，

福祉サービスを提供する専門職であると精神保健福祉士法に規定されている。
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問題 １１２ 行政機関及び福祉サービス事業所等における専門職の役割に関する次の

記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 社会福祉主事は，福祉事務所現業員として任用される者に要求される国家資格で

あり，社会福祉各法に定める援護，育成又は更生の措置に関する事務を行う専門職

である。

２ 相談支援専門員は，精神障害のある人が自立した日常生活，社会生活を営むこと

ができるよう，サービス等の利用計画の作成，地域生活への移行・定着に向けた支

援，住宅支援など全般的な相談支援を行う。

３ ２０１４年（平成２６年）の労働安全衛生法の改正により創設されたストレスチェック

制度において，ストレスチェック実施者は，従業員のストレス状況が評価された

後，対象者への面接指導を行う。

４ 精神保健福祉相談員は，行政機関において精神保健及び精神障害者の福祉に関す

る相談援助のほか，精神障害者やその家族，関係者等に対する訪問支援を行う専門

職であるが，必ずしも精神保健福祉士である必要はない。

５ サービス管理責任者は，療養介護・生活介護・自立訓練・共同生活援助・就労移

行支援・就労継続支援において，サービスの質の向上を図るため，利用者のアセス

メント，個別支援計画の作成，定期的な評価など障害福祉サービスの提供をまとめ

る役割がある。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１１３から問題１１５までについて答えなさい。

〔事 例〕

精神科病院の急性期病棟に所属するＣ精神保健福祉士は，Ｄさん（２１歳，男性）

の入院担当となった。Ｄさんは実家が遠方で，母方の叔父夫婦宅から大学に通って

いたが，震災により実家が半壊し，さらに父親が失業して仕送りが止まり，生活費

のためにアルバイト量を増やした。その結果，実家への心配や疲労が重なって，不

眠が続き幻聴や妄想が現れたびたび騒ぐため，叔父に連れられて受診に来た。

診察の結果，Ｄさんは統合失調症と診断されたが受け入れることができず，泣い

たり騒いだりしたため，医師は叔父に医療保護入院が必要であると説明し，叔父へ

入院手続きについて説明をするようＣ精神保健福祉士に指示した。（問題１１３）

Ｄさんは急性期病棟に入院後４日ほどで落ち着き，保護室から４人部屋に移っ

た。Ｃ精神保健福祉士は，自分が退院後生活環境相談員として入院中から退院に向

けた支援を行うことや退院支援委員会などについて説明し，あらためて面接時間を

設けた。入院予定期間が３か月となっていたため，大学の休学届について相談する

などした。その後，Ｄさんは順調に回復していたが，父親が急逝したとの訃報が退

院間近に届き，ショックから再び病状が悪化してしまった。その後も入院が続き，

医療保護入院から任意入院に切り替わったのは入院から１０か月後であった。この

間，Ｄさんは病室のカーテンがないことへの苦情と，若い患者の多い病棟への転棟

や小遣いの自己管理の希望をＣ精神保健福祉士に訴えていた。（問題１１４）

任意入院に変更後すぐに転棟し，１か月先の退院を見すえた２回目の退院支援委

員会を開催することになった。母親にも何度か相談したところ，経済的な理由から

大学を中退せざるを得ない状況になっていることが分かった。Ｄさんの希望で参加

した叔父からは，大学中退の方針や，Ｄさんの従妹にあたる自分たちの子どもへの

影響が心配との理由から寄宿を受け入れ難いとの申し出があった。それを聞いたＤ

さんは，今帰郷しても生活が難しく，住み慣れた大学の近くで暮らしながら今後の

生活目標を見つけて頑張りたいと言う。しかし，病状悪化への不安もあり，安心し

て暮らせるための寮や相談機関などのサービスが欲しいと話していた。（問題１１５）
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問題 １１３ 次の記述のうち，この時点でＣ精神保健福祉士が叔父に説明した内容と

して，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 医療保護入院には家族等の同意が必要なことを説明し，直系親族の叔父が同意者

要件を満たすので，同意書に署名をお願いする。

２ Ｄさんの状態を案じつつも急な展開に困惑している叔父に対し，手続き等は病院

で責任をもって行うことを伝えて安心してもらう。

３ Ｄさんが医師の診断を受け入れていないことを尊重し，入院手続きにかかる叔父

への負担も考慮し，一度Ｄさんと帰宅して実家の両親ともよく相談することを勧め

る。

４ 受診同行をねぎらった上で，入院から退院までの支援について説明し，分からな

いことや不安なことがある場合は，いつでも相談に来てもらうよう伝える。

５ 医療保護入院制度の説明をしたうえで，入院直後から退院に向けてしっかりサ

ポートすることと，話し合いには必ず叔父夫婦にも参加してもらうようになること

を伝える。

問題 １１４ 次の記述のうち，Ｄさんの訴えに関して行うＣ精神保健福祉士の対応と

して，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 転棟は症状やベッドコントロールに関連して決められるため，医師か看護師長に

話すようＤさんに伝える。

２ 療養生活にどのような不満を感じているのかを面接等で聴き取るが，実現困難な

こともあると考え，上司に相談するなどの対応は控える。

３ 当該病院では，入院形態に関わらず病院で小遣いを管理する仕組みとなっている

ことをＤさんに説明し理解してもらう。

４ 父親の墓前や母の誕生日に花を贈りたいためにＤさんは小遣いの自己管理を希望

したことが分かり，病院の担当者にＤさんの思いを代弁する。

５ Ｄさんの訴えだけでなく，他の患者にも意見を聞き，検討するよう病棟スタッフ

に提案する。
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問題 １１５ 次の記述のうち，医療保護入院者の退院支援委員会におけるＣ精神保健

福祉士の対応として，適切なものを２つ選びなさい。

１ Ｄさんの退院後の支援チームには地域援助事業者の参加が必要と考え，Ｄさんに

相談し保健師や相談支援専門員，ピアサポーターに出席してもらうよう依頼する。

２ 退院後のＤさんの住居確保が難しいと考え，叔父にもう暫く受入れを継続して欲

しいと依頼する。

３ Ｄさんの退院後の様々な不安に対し，病院のデイケアの利用や相談ができるこ

と，同法人のグループホームが利用できることを伝える。

４ 叔父の家で暮らせない場合，新しい居住地が決まってから，当該居住地の関係者

で退院支援委員会を再度開くことを提案する。

５ Ｄさんの一人暮らしに向けての支援を検討したが，地域の社会資源が不足してい

ることが分かり，他の支援方法について話し合う。
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１１６から問題１１８までについて答えなさい。

〔事 例〕

アパートで一人暮らしをしているＥさん（５２歳，女性）は，２年前，仕事のスト

レスからうつ病を発症し休職した。それ以来，真面目なＥさんは，ある程度回復し

ては仕事に復帰し，ストレスを溜めて自殺未遂などの衝動行為に及んでは精神科病

院に入院するということを繰り返していた。

ある日，Ｅさんは，精神科病院外来の待合室で知り合ったＦさんの誘いで，地域

活動支援センターⅠ型に通い始めた。すると，Ｅさんは，すぐに打ち解け，スタッ

フであるＧ精神保健福祉士に対して「今まで孤独だったが友達もできて楽しい」と

うれしそうに話していた。

しかし，ある日の夕方，動揺した声のＦさんから地域活動支援センターに電話が

あり，Ｇ精神保健福祉士が受けた。用件は，Ｅさんの自宅で些細なことで口論とな

り，Ｅさんが大量服薬による自殺未遂を図り，意識が無いとのことだった。（問題

１１６）

その後，救急病院に搬送されて処置を受けたＥさんは，幸い大事には至らず，次

の日には退院した。そして，その翌日には，外来で本人を含めた話し合いが行われ

た。参加者は，主治医，病棟看護師，外来精神保健福祉士，Ｇ精神保健福祉士で

あった。その話し合いでＥさんは，会社に復職できないことが大きな精神的負担と

なっているので早く復職したいと話した。主治医と病棟看護師は，まずは入院して

衝動行為が出ないように治療に専念するよう強く勧めたが，Ｅさんは入院を嫌がっ

た。話し合いが平行線になっているため，Ｇ精神保健福祉士は，状況を変えるため

に発言した。（問題１１７）

数か月後，Ｅさんは地域で支援を受けながら復職を目指している。（問題１１８）
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問題 １１６ 次の記述のうち，Ｆさんに対しＧ精神保健福祉士が行う対応として，最

も適切なものを１つ選びなさい。

１ ＦさんにＥさんとの口論の内容を教えて欲しいと伝える。

２ 主治医と対応を話し合うので，電話を切って１０分後にかけ直すよう伝える。

３ Ｆさんに，１１９番に電話し，指示を受けるように伝える。

４ 自殺総合対策推進センターに電話し，対応を相談するよう伝える。

５ 精神科救急医療情報センターに電話し，対応を相談するよう伝える。

問題 １１７ 次の記述のうち，Ｇ精神保健福祉士が発言した内容として，適切なもの

を２つ選びなさい。

１ 治療の責任者でもある主治医の意見に従うようＥさんに提案する。

２ Ｅさんの自己決定を尊重するため，主治医と病棟看護師の判断がパターナリズム

に基づくものであると厳しく批判する。

３ 意見をまとめるため，Ｅさんの入院について多数決により決めることを提案す

る。

４ 発言していない外来精神保健福祉士に意見を求める。

５ Ｅさんに入院したくない理由について尋ねる。

問題 １１８ 次のうち，Ｅさんが復職のために活用できる支援として，適切なものを

１つ選びなさい。

１ 就労継続支援事業所のリワークデイケア

２ 地域活動支援センターのSST（社会生活技能訓練）

３ 障害者就業・生活支援センターのリワーク支援

４ 精神科診療所の森田療法

５ 公共職業安定所（ハローワーク）の職業指導
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精神保健福祉の理論と相談援助の展開

問題 １１９ 我が国の精神保健医療福祉の歴史に関する次の記述のうち，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ １９００年（明治３３年）に制定された精神病者監護法において，官公立の精神科病院

を設立する考えが明記された。

２ 宇都宮病院事件をきっかけに保安処分の必要性が高まり，１９６５年（昭和４０年）に

精神衛生法が改正され，従来の措置入院に加え，緊急措置入院制度が新設された。

３ １９８７年（昭和６２年）の精神衛生法改正により，精神障害者は障害者福祉の対象と

なり，精神障害者保健福祉手帳制度が創設された。

４ １９９９年（平成１１年）の精神保健福祉法改正により，保護義務者制度が新設された。

５ ２０１３年（平成２５年）の精神保健福祉法改正により，医療保護入院者の退院後の生

活環境に関する相談及び指導を行う者（退院後生活環境相談員）が設置された。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。

問題 １２０ 精神障害者の人権に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ 「障害者虐待防止法」では，医療機関従事者による虐待を障害者虐待として規定

した。

２ 成年被後見人である精神障害者は，選挙権を有していない。

３ 母体保護法により精神障害者に対する優生手術は禁止された。

４ 国や地方公共団体は障害者に対して合理的配慮の提供を行わなければならない。

５ 精神医療審査会の創設により，精神科病院における人権侵害は解消された。

（注） 「障害者虐待防止法」とは，「障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支

援等に関する法律」のことである。
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問題 １２１ 精神障害者支援の理念に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ アンソニー（Anthony, W.）は，支援の中で依存を増やすことは，結果的には当

事者の自立につながらないとしている。

２ エンパワメントアプローチには，クライエント自身が問題解決の主体として生き

る力を発揮できるようになるべく，力の発揮を促進するあらゆる支援が含まれる。

３ レジリアンスとは，すべての人を排除せず，社会の中に包み込んでいくことを目

的とする概念である。

４ ストレングスモデルによるケースマネジメントの焦点は，欠陥や病理である。

５ リカバリーの構成要素で最も重要な要素は治癒（cure）することである。

問題 １２２ 精神保健福祉士が行うストレングス視点に基づく退院支援に関する次の

記述のうち，適切なものを２つ選びなさい。

１ 本人の希望する一人暮らしのための物件を探す。

２ 退院後は精神科デイケアを利用するようにクライエントに伝える。

３ 退院に向けて，服薬自己管理をするように指導する。

４ 退院後の生活について，本人の馴染みの喫茶店で話し合う。

５ 長期入院による「生活のしづらさ」に着目する。
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問題 １２３ Ｈさん（５０代，男性，統合失調症で精神科に通院中）は，半年前に１０年

間入院していた精神科病院から退院し，公営住宅で暮らしている。普段からＨさん

は町内会の回覧をよく見ていて，町内会のボランティアが主催する料理教室に参加

してみたいと思っていた。しかしＨさんは，自分が統合失調症であることが周囲に

知られると偏見の目で見られ，差別的な対応をされるのではないかという不安があ
ちゅうちょ

る。そのため，参加申込みを躊躇していることを相談支援事業所のＪ精神保健福

祉士に話した。

次の記述のうち，Ｊ精神保健福祉士がＨさんの思いをもとに，地域を基盤とした

支援とネットワークを形成していく過程として，適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｈさんの住む町の課題として，協議会でＨさんの事例を取り上げる。

２ すぐに精神障害の理解に関する勉強会を開き，住民ネットワークをつくり上げ

る。

３ Ｈさんの持つインフォーマルなネットワークを活用し，料理の練習をする。

４ Ｈさんをよく理解してもらうために，プロフィールをつくってボランティアに渡

す。

５ Ｈさんの了承を得て，ボランティアに相談しＪ精神保健福祉士も一緒に参加して

みる。

問題 １２４ 精神保健福祉士が行うインテークに関する次の記述のうち，適切なもの

を１つ選びなさい。

１ 転移や逆転移が起こらないよう，必要最低限の情報収集に留めるよう注意する。

２ 精神保健福祉士が所属する機関で提供できるサービスの内容や機能を伝える。

３ インテークの段階では冷静な判断が必要となるため，ストレングス視点は必要な

い。

４ インテークの過程でエコマップを完成させる。

５ 相談内容を分析，整理し，解決すべき課題（ニーズ）を明らかにする。
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問題 １２５ 集団精神療法に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ 集団精神療法とは意図的なグループ体験を通して，利用者の心理・社会的な機能

を高め，様々な問題に効果的に対処できるように支援する方法のことである。

２ 医療機関の精神科で診療報酬が点数化されている集団精神療法は，入院集団精神

療法のみで，対象者はアルコール・薬物依存症やうつ病の患者のみとなっている。

３ 集団精神療法では，グループメンバー一人ひとりのニーズに焦点を当てるより

も，グループの成長を促すための全体のニーズを中心に取り扱うことが重要であ

る。

４ グループの力動とは，個々のグループにおいてメンバー間に生じる固有の力のこ

とであり，メンバー同士の相互作用を指しているため，支援者との相互作用は含ま

れない。

５ グループの規範とは，メンバーが安心して安全な気持ちでグループに参加するた

めに作られたルールであり，もし規範から外れた行動をとるメンバーがいる場合，

速やかにグループから外れてもらうようにしなければならない。

問題 １２６ SST（Social Skills Training）の基礎理論に関する次の記述のうち，適

切なものを２つ選びなさい。

１ アイゼンク（Eysenck, H. J.）の行動療法に基づいている。

２ ベック（Beck, A. T.）の認知療法に基づいている。

３ バンデューラ（Bandura, A.）の社会的学習理論に基づいている。

４ パールズ（Perls, F.）のゲシュタルト療法に基づいている。

５ ロジャーズ（Rogers, C. R.）の来談者（クライエント）中心療法に基づいている。
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問題 １２７ Ｋさん（２０歳，女性）は，中学時代からのいじめが原因で不登校がちだっ

たが，大学への進学をきっかけに普通の生活を送っていた。しかし，友人とのSNS

（ソーシャルネットワーキングサービス）でのやり取りで生じた誤解がきっかけで

被害的になり，不安が高まり大学に行けず半年間自宅から出ることができなくなっ

た。心配した母親（４７歳）は，Ｋさんを連れてかかりつけのクリニックに相談に行っ

たが，母親自身もＫさんに対してどう接してよいのかわからず，面談の中で精神保

健福祉士を前に，とにかく大学に行くように叱咤激励や説得をしていた。母親は，

現在のＫさんの様子を身近で相談する相手がいなく，自身も精神的に不安定にな

り，Ｋさんへの苛立ちや自身への怒りや無力感，悲しみなどの感情が高まり，何を

どうしてよいのか混乱していた。

最初の面接で母親への相談対応を効果的に行う方法について，優先順位が高い技

法で適切なものを２つ選びなさい。

１ ラポール

２ 沈黙の効用

３ 転移

４ 感情の反映

５ 自己覚知
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問題 １２８ 精神障害者の家族教育プログラムに関する次の記述のうち，適切なもの

を２つ選びなさい。

１ 家族心理教育とは，継続した問題を抱える人に対して行われる教育的な支援法で

あり，疾病や障害について正しい知識の習得と最新の情報の共有を目的とした教育

である。

２ 感情表出（EE）研究とは，家族自身の様々な思いを支援者に対して吐露するこ

とにより家族自身が癒されるという研究である。

３ マクファーレン（McFarlane, W. R.）による心理教育的複合家族グループの効果

として，グループ体験や新しい社会的交流による社会的孤立の防止があるとしてい

る。

４ アンダーソン（Anderson, C. M.）は，家族教育プログラムが必要とされる理由

について，脱施設化による家庭でのケアの重要性や精神障害の生物学的研究（特に

ストレス脆弱性モデル）の進歩があるとしている。

５ 日本の家族教育プログラムは，欧米の家族心理教育プログラムの紹介以前

に，１９６５年（昭和４０年）に精神科診療所が中心となって勉強会を始めたことから広

がっていった。
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問題 １２９ スーパービジョンに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 職場におけるスーパーバイザーは，スーパーバイズする問題・課題について責任

を負うことはない。

２ スーパービジョンにおいては，所属機関や施設の管理的要素が含まれることは望

ましくないので，職場の上司がスーパーバイザーとなることはない。

３ 同僚同士のケース検討会もスーパービジョンの一形態である。

４ スーパービジョンの特徴は，スーパーバイジーに対する徹底したソーシャルワー

ク技術の教育であり，支持的なケース検討とは異なる。

５ 他職種とのケース検討（ケース・カンファレンス）による，それぞれの専門性を

超えて行われる助言もスーパービジョンの重要な一形態である。

問題 １３０ ケアマネジメントに関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ ケアマネジメントは，相談援助に一定期間従事した上で，規定の研修を修了した

者しか行えない。

２ ケアマネジメントが必要であるにもかかわらず，それを自覚できない人に対して

は，対象とできないため働きかけの必要はない。

３ ケアマネジメントでは関係者との連携強化に伴って，精神障害者本人の個人情報

漏えい危機の可能性も高まる。

４ ケア計画の実施に際しては，最初のケア会議の段階で精神障害者本人の同意を得

ておけば，適宜本人の意向を確認する必要はない。

５ 地域においてクライエントのニーズ充足に必要な社会資源が不足している場合

は，社会資源の改善，開発を目指してソーシャルアクションを行う。
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問題 １３１ 地域相談支援に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 地域移行支援では，地域移行支援計画を作成するため，サービス等利用計画は必

要ない。

２ 地域移行支援では，本人が安心して退院できることが重要なため，期限を設けな

い。

３ 地域移行支援計画は，本人の生活課題の洗い出しが主となる。

４ 地域定着支援は，地域移行支援を利用した者でなくても利用できる。

５ 地域定着支援では，夜間時などの緊急対応の場合は医療機関で対応する。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１３２から問題１３４までについて答えなさい。

〔事 例〕

高校１年生のＬさん（１６歳，女性）は高校入学１か月後より不登校の傾向がみら

れ，夏休み明けからはほとんど登校ができなくなった。元来Ｌさんはおとなしい性

格で，小学生時代に持ち物を隠されたり仲間外れにされるなどのいじめを受けたこ

とがあるが，誰にも悩みを打ち明けることなく過ごしていた。中学校では友人もで

き比較的安定した生活を送っていたが，高校は第一志望に入ることができなかった

こと，通学距離が遠いこと，仲が良かった中学時代の友人と離れてしまったことが

あり，さらに高校の雰囲気になじめず，クラスの大半の生徒が参加しているSNS

（ソーシャルネットワークサービス）のグループにも誘われず，疎外感を感じるよ

うになった。

Ｌさんの高校のスクールソーシャルワーカーであるＭ精神保健福祉士が面接や家

庭訪問などの援助を行ってきたが，次第に抑うつ傾向や希死念慮もみられるように

なったため，紹介によりＷ精神科クリニックを受診することとなり，Ａ精神保健福

祉士が担当して初回の面接を行った。（問題１３２）

その後の援助の過程で，母親は過干渉な傾向があり，父親は普段Ｌさんの生活状

況に関して無関心だが，「甘えている」「気合が足りない」などの発言があることが

わかり，さらにＬさん自身からは「親や先生，友人にも自分の意見を言えない」「私

が何か言ったら批判されたり非難されるのではないか不安」「勉強が遅れてしまう

ことが心配」などの話を聞くことができた。（問題１３３）

やがて抑うつ状態も回復し，２月になった頃からはＬさんの表情も明るくなり時

折笑顔もみせるようになった。さらに「このまま休み続けているのもよくないと思

う」「そろそろ動き出さねば」「今からでも学校に戻れるでしょうか？」という積極

的な発言がみられるようになった。そこで担任やＭ精神保健福祉士の提案のもと，

クラス替えを機会に復学を目指すことになり，Ｌさんも同意した。復学にあたり，

Ａ精神保健福祉士は主治医と母親，高校からはＭ精神保健福祉士と担任，養護教諭

に出席してもらい，今後の援助について会議を開くことを計画した。（問題１３４）
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問題 １３２ 次の記述のうち，この時点のＬさんに対する支援について，適切なもの

を１つ選びなさい。

１ 今後，入院の可能性もあることを伝える。

２ 話を傾聴し受け止める。

３ 精神障害者保健福祉手帳の取得を勧める。

４ 短期間で復学できる具体的な方法を一緒に考える。

５ 生活保護などの経済的支援の内容について説明する。

問題 １３３ 次の記述のうち，この時点のＬさんに対する援助で優先すべき支援とし

て，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 発言内容に対し，「他者の評価は気にしないように」と伝える。

２ アサーショントレーニングの導入を検討する。

３ より負担の少ない通信制高校への転校を検討する。

４ 勉強が遅れることを防ぐため，学習塾へ通うことを提案する。

５ 両親に対し，Ｌさんに威圧的に接することをやめるよう説得をする。

問題 １３４ 次の記述のうち，この時点のＬさんへの援助方針として，適切なものを

１つ選びなさい。

１ 今後はすべての相談について，Ａ精神保健福祉士が担当する。

２ 当面は保健室登校を目指した支援計画を立てる。

３ 話し合われた結果は，原則としてすべてＬさんに伝える。

４ 友人作りのために，部活動に参加することを勧める。

５ 復学後，クラスの全員にＬさんへの接し方について説明の機会を持つ。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１３５から問題１３７までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｂさん（３２歳，男性）は，大学在学中に統合失調症を発症し，数回の入院をした

後にアルバイトを転々とし，ひきこもりがちな生活を経て，現在はアルバイトをし

ながら地域の多機能型事業所（以下「Ｙ事業所」という。）の地域活動支援センター

事業を利用している。Ｂさんは自尊感情が低くかつ不安が強く，調子に波があり，

Ｙ事業所にほぼ毎日通う時期もあれば，被害的になり人の目が気になって数週間休

むときもあった。またＢさんは，自身が諜報活動に関わっていると思っていること

から，英語やニュースの勉強を熱心に続けていて，そこで得た情報等を職員や他の

利用者に積極的に話しかけていたが，親しく話す友人はいないようであった。

ある日，Ｙ事業所のＣ精神保健福祉士は，不安気な表情のＢさんから「誰も私の

話を聞いてくれない，私のことを避けている」と相談を受けた。（問題１３５）

Ｃ精神保健福祉士は，Ｂさんがファシリテーターとなって「英語を学ぶ会」を作

ることを提案した。Ｂさんは「やりたいけれど，自信がない」と言うので，話し合い

の末，当初はＣ精神保健福祉士がファシリテーターをすることにした。（問題１３６）

会を始めてから１年が過ぎた頃，Ｃ精神保健福祉士は，Ｂさんから「会が停滞し

ている。もっと多くの人と交流したい」と相談を受けた。以前から，子どもも交え

た住民交流の場所や機会が少ないという地域住民の声を聞いていたＣ精神保健福祉

士は，Ｙ事業所の１階部分を利用して地域の人が障害者と交流する場にしたいと考

え，地域の人と一緒に英語を勉強する会を行うことを提案した。

Ｂさんたち利用者や地域の有志，民生委員も交えて話し合いを行い，英語絵本の

朗読や英語の歌など，英語を使って交流する単発のイベントとして進めることに

なった。イベントは地域の民生委員等の協力もあり成功裏に終了し，Ｂさんたち利

用者も満足した様子であった。その後，Ｂさんを中心とした利用者の提案により，

このイベントは内容を変えながら定期的に開催されることとなった。また，イベン

ト会場でもあるＹ事業所の１階を改装し，Ｂさんたち利用者が店員になり，地域の

人達が子連れで交流できる喫茶店として週２回開店することになった。（問題１３７）
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問題 １３５ 次の記述のうち，この時点でのＣ精神保健福祉士の，Ｂさんへのストレ

ングスモデルに基づく対応として，適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｂさんに，自身の妄想についての理解を促した。

２ Ｂさんが安定して通えるように，主治医に服薬について相談することを勧めた。

３ Ｂさんの気持ちや希望について話を聞き，今後について一緒に考えた。

４ 他の利用者への話しかけ方について，Ｂさんと練習した。

５ 利用可能な他の事業所についてＢさんに説明した。

問題 １３６ 次のうち，Ｙ事業所で形成された「英語を学ぶ会」のように，当事者が

ファシリテーターとなって行う活動を表すものとして，適切なものを１つ選びなさ

い。

１ クラブハウス

２ ソーシャルファーム

３ コミュニティミーティング

４ エンカウンターグループ

５ ピアサポート・グループ

問題 １３７ 次の記述のうち，事業所の１階を喫茶店にした時点でのＣ精神保健福祉

士の目的として，適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｂさんたち利用者のための就労支援を目的とした訓練の場を提供すること。

２ Ｂさんたち利用者の日中活動の場としての機能だけでなく，地域住民との交流の

場，情報発信の場として社会資源の開発を行うこと。

３ 地域住民の協力を得て，Ｂさんの支援に必要なネットワークを形成していくこ

と。

４ Ｂさんたち利用者が地域社会に貢献するボランティアグループを形成すること。

５ Ｂさんや地域住民，民生委員とともにチームを構成し，チームアプローチにより

Ｂさんへの援助を展開していくこと。

― 37 ―

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／中　２８精養協　問題　３１４０６００６／精神専門／０４　理論と相談援助の展開　ｐ２６～４２  2016.09.07 16.09.52  Page 44 

中　ＷＩＮＧ４

中　ＷＩＮＧ４



（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題３）

次の事例を読んで，問題１３８から問題１４０までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｄ精神保健福祉士は，Ｚ保健所に勤務している精神保健福祉相談員である。民生

委員のＥさんがＤ精神保健福祉士のもとに相談に訪れた。Ｅさんの隣家に住むＦさ

ん（５５歳，男性）が夜中に大声を出したり，自宅の庭にごみを溜め異臭を放ってい

るとのことである。Ｅさんが直接Ｆさんの家を訪れ様子を伺ったところ，「うるさ

い！」と怒鳴られ，取り付く島がなく困っているとの内容であった。Ｄ精神保健福

祉士が担当しているこの地域は，民生委員のＥさんをはじめ，面倒見のよい住民が

多く，近所同士の助け合いが活発な地域である。

Ｄ精神保健福祉士は，Ｚ保健所に残っているＦさんに関する記録を確認したとこ

ろ，昨年の訪問ではＦさんは高齢の母親と暮らしており，統合失調症により何度も

Ｕ病院へ入退院を繰り返しているとの記述があった。

翌日，Ｄ精神保健福祉士は保健師と一緒にＦさんの家を訪問した。庭は様々なご

みであふれ，虫も発生している状態であった。玄関のドアが開いていたため声をか

けるとすぐにＦさんが出てきた。無精ひげをのばし，顔色も悪く，調子が悪そうな

様子で聞き取れないほどの小声で独り言をつぶやいていた。（問題１３８）

Ｄ精神保健福祉士が何度か訪問を重ねていくと，ある日Ｆさんから，「母が急に

他界し困っている。生活のことはすべて母がやってくれていたので食事の支度や掃

除，ごみの出し方など何もわからない。でもこの家で暮らしていきたい」と相談さ

れた。（問題１３９）

Ｄ精神保健福祉士は，その後も定期的に訪問し，半年後にはＦさんの生活は安定

していた。将棋が得意なＦさんは１人で過ごす時間を持て余し，Ｄ精神保健福祉士

に将棋の対戦相手になって欲しいと何度も頼んでいた。Ｄ精神保健福祉士はＦさん

が地域で孤立しないような体制づくりが必要と考え，民生委員のＥさんに相談する

と，将棋が好きな住民によるサークル活動があるとの情報を得た。Ｅさんの紹介に

よりＦさんはサークル活動に参加し，これをきっかけに住民との関係が深まり，Ｄ

精神保健福祉士はＦさんを見守る体制づくりを住民へ提案した。（問題１４０）
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問題 １３８ 次の記述のうち，この時点におけるＤ精神保健福祉士の対応として，最

も適切なものを１つ選びなさい。

１ 統合失調症の再発の可能性があるため，ＦさんにＵ病院への入院の必要性を説明

する。

２ 近隣住民が迷惑しているので，庭のごみを早急に片付けるようＦさんに伝える。

３ Ｆさんが困っていることを話せるよう傾聴し，協力者であることを伝える。

４ 調子が悪そうなＦさんに負担をかけてしまうことを気遣い，Ｄ精神保健福祉士と

保健師で今後の対応を決める。

５ 自傷他害のおそれがあるため，民生委員のＥさんに指定医の診察及び必要な保護

を都道府県知事に申請するよう説明する。

問題 １３９ 次の記述のうち，この時点におけるＤ精神保健福祉士の対応として，最

も適切なものを１つ選びなさい。

１ ＦさんにSST（社会生活技能訓練）を行い，Ｆさんが困っていることに一人で対

処できるよう練習を繰り返す。

２ 一人で生活していく能力がないと判断し，Ｆさんに宿泊型自立訓練への入所を勧

める。

３ 地域の問題は住民が解決することなので，近隣住民でＦさんを支えるよう民生委

員のＥさんを説得する。

４ 地域生活の継続を支援するため，Ｆさんに居宅介護のサービスと利用手続きにつ

いて説明する。

５ 母親に生活のすべてを任せていたＦさんには判断能力がないため，成年後見制度

の利用について基幹相談支援センターへ相談する。
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問題 １４０ 次のうち，Ｄ精神保健福祉士が提案した支援の方法として，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ コンサルテーション

２ ピアサポート

３ スーパービジョン

４ ソーシャル・ウェルフェア・プランニング

５ コミュニティソーシャルワーク
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題４）

次の事例を読んで，問題１４１から問題１４３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｇさん（７６歳，女性）と同居している息子のＨさん（５１歳）のことで，担当して

いるＪ介護支援専門員が，保健所のＫ精神保健福祉相談員（精神保健福祉士）のも

とに相談に訪れた。最近，Ｇさんに認知症の症状がみられるが，息子のＨさんが母

親であるＧさんの世話をしておらず，虐待が疑われるとのことであった。また，Ｈ

さん自身も現在仕事をしていない状態とのことであった。Ｋ精神保健福祉相談員が

Ｊ介護支援専門員とともに訪問に行くと，家の中は弁当の容器やパンの袋，ペット

ボトルが散乱して足の踏み場もない状態だった。また，ビールの空き缶や焼酎の空

き瓶も多数確認できた。息子のＨさんは不在だった。Ｋ精神保健福祉相談員は，Ｇ

さんと話をしたが，会話が時折かみ合わないことがあるものの，おおむね意思疎通は

できた。Ｇさんは「息子にはよくしてもらっている」「最近は食欲がない」と話した。

体はやせ気味で体調も悪そうだったため，Ｊ介護支援専門員とも相談して近医に受

診させるとともに，見守りの意味も含めたサービスの利用を提案した。（問題１４１）

その後，Ｋ精神保健福祉相談員は定期的にＧさん宅を訪れた。数回の訪問のの

ち，たまたま居合わせたＨさんと会うことができたため，話をすることができた。

Ｈさんは酒臭が強く，酔っぱらった口調で「なぜ行政の人間が頻繁に訪ねてくるの

か」「何か疑っているのか」という攻撃的な言動であった。（問題１４２）

訪問の回数を重ねていくうちに，だんだんとＨさんも心を開いて話をしてくれる

ようになった。「母親のことは何とかしたいと思っている」「話が通じないことがあ

ると，カッとなってきつく言うこともある」「仕事が決まればもう少し気持ちにも

余裕が持てる」と話してくれた。Ｈさんに対しても支援が必要と考え，Ｋ精神保健

福祉相談員は話を聞き，適宜アドバイスをした。

定期訪問を開始した３か月後，酔ったＨさんがＧさんに暴言を吐いている声に驚

いた近隣住民が警察に通報するというできごとがあった。Ｋ精神保健福祉相談員

は，今後の対応について，地域包括支援センター，社会福祉協議会，介護支援専門

員，民生委員と話し合いを持つことにした。（問題１４３）
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問題 １４１ 次のうち，この時点で利用するサービスとして，最も適切なものを１つ

選びなさい。

１ 生活介護

２ 成年後見制度

３ 重度訪問介護

４ 通所介護

５ 居宅介護

問題 １４２ 次の記述のうち，Ｋ精神保健福祉相談員の対応として，最も適切なもの

を１つ選びなさい。

１ 「何か疑われるようなことでもあるのですか」と質問する。

２ 「お母さんを悲しませないためにもきちんと仕事してくださいよ」と諭す。

３ 「お酒はいつもどれくらい飲まれるのですか」と事実確認する。

４ 「あなたに高齢者虐待の疑いがあります」と直面化させる。

５ 「今日はお酒を飲んでおられる様子ですので，今度，飲んでいないときにお話し

させてください」と伝えメモを置く。

問題 １４３ 次の記述のうち，話し合いの方向性として出されたＨさんへの働きかけ

として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 措置入院を検討する。

２ 高齢者虐待の相談窓口として基幹相談支援センターを紹介する。

３ アルコール問題への動機づけ支援を行う。

４ 民生委員の毎日の訪問指導を実施する。

５ 就労のために障害者就労・生活支援センターを紹介する。
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精神保健福祉に関する制度とサービス

問題 １４４ 精神医療審査会に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 精神医療審査会は，精神科を利用するあらゆる患者の人権に配慮した処遇の確保

を図るために，１９８７年（昭和６２年）の精神保健法で都道府県及び指定都市に設置さ

れた。

２ 精神医療審査会は退院及び処遇改善の請求に基づき，その処遇が適当であるかど

うかについて審査し，その結果を直接請求者に通知する。

３ 精神医療審査会は委員５人による合議体で審査にあたる。その内訳は「精神科医

療の学識経験者２名以上」「法律に関する学識経験者１名以上」「その他の学識経験

者１名以上」となる。

４ 退院又は処遇改善の請求は，患者本人又はその家族等及び代理人である弁護士が

行うことができる。

５ ２０１０年（平成２２年）の「精神保健福祉法」の改正に伴い，精神医療審査会運営マ

ニュアルが改正され，予備委員を合議体を構成しない委員としておくことができる

ようになった。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １４５ 退院後生活環境相談員に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 精神科病院の管理者は，医療保護入院者１人につき１人の退院後生活環境相談員

を退院予定の７日以内に選任しなければならない。

２ 退院後生活環境相談員は，病院の管理者が適当であると認めた者が担うことがで

きる。

３ 退院後生活環境相談員の業務は，医療保護入院者退院支援委員会に関すること

と，定期病状報告の退院に向けた取組みの記載に関することの２つである。

４ 医療保護入院者が引き続き任意入院に変更をして入院を続けることとなった際に

は，退院後生活環境相談員の役割はいったん解かれ，これまで行われていた退院支

援も中止となる。

５ 退院後生活環境相談員１人当たりの担当の数は，おおむね５０人以下の医療保護入

院者とされる。

― 44 ―

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／中　２８精養協　問題　３１４０６００６／精神専門／０５　制度とサービス　　　　ｐ４３～５１  2016.09.07 15.50.15  Page 51 

中　ＷＩＮＧ４

中　ＷＩＮＧ４



問題 １４６ 「障害者差別解消法」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 「障害者差別解消法」では，国の行政機関及び地方公共団体さらに民間業者に対

して不当な差別的取り扱いを禁止し，社会的障壁の除去の実施についての合理的な

配慮を義務づけている。

２ 「障害者差別解消法」の成立にみるように，我が国では２００６年（平成１８年）に国

連総会で採択された「障害者の権利に関する条約」の批准に向けた整備を行ってい

るところである。

３ 「障害者差別解消法」における「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基

本指針」では，行政機関は「対応要領」を定めることが求められるが，地方公共団

体にあってはその作成は努力義務とされている。

４ 「障害者差別解消法」の対象となる障害者とは，「身体障害，知的障害，精神障

害（発達障害を含む。）その他の心身の機能の障害がある者」とされる。

５ 「障害者差別解消法」は，２０１３年（平成２５年）の「障害者総合支援法」の推進を

後押しし，障害者の社会参加を確固たるものとするために，２０１６年（平成２８年）４

月より施行された法律である。

（注）１ 「障害者差別解消法」とは，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律」のことである。

２ 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律」のことである。
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問題 １４７ 市町村業務に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ 市町村が担う精神保健福祉にかかる相談援助の役割は，「精神保健福祉法」第６

条により定められている。

２ 市町村では，精神障害者の地域移行と地域定着を支援する相談支援及び基本相談

支援を担う一般相談支援事業者の指定を行っている。

３ 市町村に障害サービスの利用に関する相談や調整などの支援の実施が義務づけら

れたのは，１９９９年（平成１１年）の「精神保健福祉法」改正においてである。

４ 市町村は，基幹相談支援センターを設置することはできない。

５ 市町村では，間接的な相談援助の機能として関係機関に対する技術指導及び相談

援助などを展開している。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １４８ 生活保護に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

Ｌさん（男性，５１歳）は，地方の高校を卒業後，就職のため上京し，住み込みで

小さな鉄工所で働いていた。２０代の頃から酒を飲み始め，３０代の時にはアルコール

依存症と診断されたことがあった。その後も，鉄工所の社長の理解もあり住み込み

を続けながら働いていた。しかし，４８歳の時，鉄工所が倒産したことから，住み込

みで働いていたＬさんは住む場所を失い，路上生活を送るようになっていった。こ

のたび，路上生活者を支援する団体の炊き出しの際に，活動に参加していたＭ精神

保健福祉士が，Ｌさんの体調に気づき支援していくこととなった。この後，Ｌさん

は，生活保護受給と同時に，生活保護法による保護施設に入所することとなった。

次のうち，Ｌさんが入所した生活保護法による保護施設として，適切なものを１

つ選びなさい。

１ 軽費老人ホーム

２ 強制適用事業所

３ 保護観察所

４ 救護施設

５ 指定入院医療機関
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問題 １４９ セルフヘルプグループに関する次の記述のうち，適切なものを１つ選び

なさい。

１ セルフヘルプグループは，１９９３年（平成５年）に示された「国民の社会福祉に関

する活動への参加の促進を図るための措置に関する基本的な指針」を契機に展開さ

れていった。

２ セルフヘルプグループの目的の一つに，「地域でできることを探し，相互扶助・

協力・連携，ネットワークをつくる」がある。

３ セルフヘルプグループは，「精神障害者地域移行・地域定着支援事業」の実施に

おいて，新しい人的資源として導入された。

４ フォーマルな社会資源としてセルフヘルプグループは法的に位置づけられてい

る。

５ セルフヘルプグループの特徴に，リースマン（Riessman, F.）による「ヘルパー・

セラピー原則」があげられる。

問題 １５０ 「医療観察法」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 心神喪失によって無罪判決が確定した者は「医療観察法」の対象とならない。

２ 少年（２０歳未満）は，刑事処遇相当とされた場合を除き，「医療観察法」の対象

とならない。

３ 検察官は家庭裁判所に対して処遇の申立てを行う。

４ 申立てを受けた裁判所は裁判官１名，精神保健指定医１名の合議体を構成する。

５ 審判により入院による医療が決定された場合，その入院期間は原則３年である。

（注） 「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療

及び観察等に関する法律」のことである。
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問題 １５１ 「医療観察法」における精神保健福祉士の役割に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 精神保健審判員は，原則，精神保健福祉士から任命される。

２ 精神保健福祉士ならば誰でも精神保健参与員となることができる。

３ 精神保健参与員は精神保健福祉の専門的な視点から意見を述べることで，審判に

関与する。

４ 入院が決定した場合，社会復帰調整官が中心となって入院処遇を行う。

５ 社会復帰調整官は，入院の継続，退院の決定，精神保健観察の継続，処遇の終了

などの決定を行う。

（注） 「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療

及び観察等に関する法律」のことである。

問題 １５２ Ｎ市は，市内にある障害福祉サービス事業所の利用者全員を対象とした

障害者福祉サービスの満足度調査を実施した。その結果，他の障害と比較して精神

障害者の満足度が低いことが明らかになった。そのため，精神障害者を対象とした

インタビュー調査を行うことにした。この調査では，これまで利用した障害者福祉

サービスの種類，利用に至った経緯，利用した感想などの質問項目について，調査

対象者が自由に自分の思いを語れるように配慮しながら聞き取りを行うことになっ

た。さらに，話の流れに応じて適切な質問を順次追加しながら，調査対象者の語り

を引き出すことにした。

次のうち，今回実施することになったインタビュー調査の方法として，正しいも

のを１つ選びなさい。

１ 半構造化面接

２ 非構造化面接

３ 構造化面接

４ 参与観察

５ パネル調査
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（精神保健福祉に関する制度とサービス・事例問題）

次の事例を読んで，問題１５３から問題１５５までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ａさん（２５歳，男性）は，大学生だった２０歳のときに統合失調症と診断され精神

科病院に約１年間入院した。退院後Ａさんは大学を中退し，会社員の父親，専業主

婦の母親，２歳年下の弟と４人で暮らしていた。ある日，弟がＡさんに向かって

「早く仕事しろ」と言ったことから，Ａさんは激昂し，玄関にあったゴルフクラブ

で弟の頭を数回殴り，失血死させた。この事件当時，Ａさんは統合失調症の心神喪

失状態にあったとして裁判で無罪判決が確定した。検察官はＡさんを地方裁判所に

「医療観察法」の対象者として申し立てた。この申立てに基づき地方裁判所で審判

が開かれ，Ａさんの鑑定入院の結果や，保護観察所のＢ社会復帰調整官が行った生

活環境の調査から，入院処遇が適当と判断された。Ａさんの入院処遇が決定すると

Ｂ社会復帰調整官は，あることに着手した。（問題１５３）

指定入院医療機関に入院して間もなく，Ａさん，Ａさんの両親，指定入院医療機

関の専門職，Ｂ社会復帰調整官，地域の関係機関職員などが出席して会議が開催さ

れた。Ａさんは会議で，退院したらまずは実家に戻り両親と生活したいと話した。

両親は，Ａさんの面倒をみなくてはならないと思う一方，今回の事件で近隣の住民

に迷惑をかけたとも感じており，また同じようなことが起こらないかも併せ，Ａさ

んが退院してきたあと同居することに強い不安を感じていると話した。（問題１５４）

入院後Ａさんは徐々に精神的に落ち着いてきたため，入院して１年ほど経った時

期の会議で，Ａさんの退院後の生活についてＣ精神保健福祉士は障害福祉サービス

事業所の利用を提案した。定期的に会議を開催して話し合いを重ね，まずは障害福

祉サービス事業所の利用から始めてみてはどうかということになった。ＡさんとＡ

さんの両親は退院に不安を示したが，退院後の関係機関の支援についてＢ社会復帰

調整官が何度か説明するうちに，Ｃ精神保健福祉士が提案した障害福祉サービス事

業所を利用することに理解を示すようになった。（問題１５５）

（注） 「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医

療及び観察等に関する法律」のことである。
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問題 １５３ 次のうち，この時点でＢ社会復帰調整官が着手したこととして，適切な

ものを１つ選びなさい。

１ Ａさんの退院後の処遇に関する実施計画の作成

２ ＡさんとＡさんの両親に対して「精神保健福祉法」による入院の説明

３ Ａさんについての精神保健観察の実施

４ Ａさんの社会復帰を促進するための生活環境の調整

５ Ａさんの入院処遇期間中の個別治療計画の作成

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。

問題 １５４ 次のうち，この時点の会議で話し合われた内容について，適切なものを

１つ選びなさい。

１ Ａさんが服薬の自己管理をできるようになるための支援について

２ Ａさんが治療の必要性についての理解を深められるかかわりについて

３ Ａさんの院外への外出計画の作成について

４ Ａさんの退院後の通院先である指定医療通院機関の確定について

５ Ａさんの障害受容のための治療プログラムへの参加について

問題 １５５ 次のうち，Ｃ精神保健福祉士が提案した障害福祉サービス事業所とし

て，適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉センター

２ 就労移行支援事業所

３ 共同生活援助（グループホーム）

４ 地域生活定着支援センター

５ 地域活動支援センター
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精神障害者の生活支援システム

問題 １５６ 障害の概念及び精神障害者の特性に関する次の記述のうち，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ 「精神分裂病」という病名は否定的イメージを与え，偏見を生むことから，「統

合失調症」に変更され，１９８７年（昭和６２年）の精神保健法制定時に，法的にも病名

が改称された。

２ 「精神保健福祉法」第５条に規定されている精神障害者の定義に関して，２０１３年

（平成２５年）の法改正時に，発達障害者が追加された。

３ 国際生活機能分類（ICF）では，人間の生活機能と障害について，「心身機能・

身体構造」「活動」「参加」の３次元と，それらの背景因子となる「個人因子」「社

会因子」から構成される。

４ 精神障害の特性として，疾患と障害の併存が挙げられるが，その１つとして，感

情の平板化や意欲減退から起こるひきこもりなどの陰性症状と，機能障害によって

生活の作業遂行に支障が出る生活障害がある。

５ 精神障害者が抱える対人関係障害やコミュニケーション障害に関して，精神療法

を行うことで情緒面が安定し，改善が期待できる。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １５７ 精神障害者の現状に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ ２０１４年度（平成２６年度）の精神障害者保健福祉手帳交付者の総数は，約７０万人で，

年々増加傾向にある。

２ 医療保護入院者数は，１９９８年（平成１０年）以降その届け出数は年々減少している。

３ 精神科入院患者数を在院期間別にみると，「５年以上１０年未満」の入院が最も多

く，全体の約３割を占める。

４ 雇用義務のある民間企業における雇用障害者数を障害種別で見ると，知的障害者

の雇用率が最も多く，次いで身体障害者，精神障害者の順になっている。

５ ２０１２年（平成２４年）の施設・事業所の入所サービス系と通所サービス系における

精神障害者の利用者数を比較すると，通所サービス系は入所サービス系の約１０倍の

利用者数である。
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問題 １５８ Ｄさん（４７歳，男性）は，自宅近くの地域活動支援センターに週４回通

所しながら，自宅で両親と生活をしている。Ｄさんは今の生活に満足しており，今

後も利用の継続を希望している。

ある日，Ｄさんと親しい利用者のＥさん（５２歳，男性）が農作業を行う就労継続

支援Ａ型の事業所に正式通所することになった。その数日後ＤさんはセンターのＦ

精神保健福祉士に，Ｅさんのように工賃を得られる作業をしてみたいこと，農作業

には興味もなく体力もないのでできるとは思わないことなどを，ぽつぽつと話し

た。

次の記述のうち，Ｆ精神保健福祉士がこの時点でＤさんの相談に対して行う助言

として，適切なものを１つ選びなさい。

１ ＤさんがＥさんの通所で焦っているのではないかと指摘し，主治医に体調の相談

を行うように勧める。

２ ＤさんにＥさんの通所する事業所の見学を勧める。

３ Ｄさんの地域にある就労支援事業所の情報を説明する。

４ 経済問題が発生した場合に備え，生活保護制度を説明する。

５ ＤさんにＥさんと比較することなく，もともとの希望であった地域活動支援セン

ターの利用を続けるよう助言する。
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問題 １５９ 精神保健福祉相談員の業務に関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ 精神科病院において医療保護入院者の退院を促進するため，退院後の生活環境に

関し医療保護入院者及びその家族からの相談に応じる。

２ 措置入院している精神障害者の退院の請求について，意見聴取を実施する。

３ 公共職業安定所に配置され，精神障害者の就労に対するカウンセリング業務や精

神障害者の雇用に関する企業の意識啓発等の支援を行う。

４ 精神障害者の障害支援区分にかかる審査判定業務を行う。

５ 精神保健福祉センターに配属され，精神障害者やその家族を訪問して必要な指導

を行う。

問題 １６０ 精神障害者の居住支援に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ グループホームは障害支援区分２以上でないと利用することができない。

２ グループホームを退居し，一般住宅等への移行を目指す人のためにサテライト型

住居がある。

３ 住宅入居支援事業（居住サポート事業）は，入居支援，２４時間支援，居住支援の

ための関係機関等によるサポート体制の調整を行う都道府県地域生活支援事業であ

る。

４ グループホームの入居者に給付される特定障害者特別給付費は，家賃以外に光熱

費や食費も対象となる。

５ 福祉ホームは，身体上又は精神上著しい障害があるために日常生活を営むことが

困難な要保護者を入所させて，生活扶助を行う居住施設である。
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（精神障害者の生活支援システム・事例問題）

次の事例を読んで，問題１６１から問題１６３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｇさん（３０歳，男性）は大学卒業後に大手の会社に就職したが，大学時代と違い

チームワークなどが求められ，周囲との関係がうまくいかず，また上司に何度も仕

事内容を注意され，叱責されることもしばしばだった。Ｇさんは仕事に行くのがつ

らくなり，３か月で自ら会社を辞めた。その後，数年間アルバイトを経験したが，

いずれも周囲との関係がうまくつくれず短期間で辞めている。２０代後半から不眠が

続き，強い不安，抑うつに襲われるようになり，心療内科を受診したところ，うつ

病と診断された。また，Ｇさんの独特なコミュニケーション方法や対人関係の持ち

方，これまでの生活歴からアスペルガー障害とも診断された。

Ｇさんは働きたい気持ちが強く，これまでの仕事上の困難が自らの障害からくる

ことを理解し，障害者の就労支援について調べた。また，Ｇさんの住む地域の役所

に相談に行き，Ｖ就労移行支援事業所を紹介された。そこで，Ｖ事業所のＨ精神保

健福祉士に相談に行き，一般就労を目指しＶ事業所を利用することとなった。

Ｈ精神保健福祉士は，関心のある仕事やこれまでの仕事が長く続かなかったＧさ

んなりの理由や困難さを聴き取った。Ｈ精神保健福祉士は，客観的な職業の適性や

作業能力などを確認したいと考えたため，外部の機関も利用することを提案した。

（問題１６１）また，精神障害者保健福祉手帳の申請も行った。

Ｖ事業所を利用し１年が経ったところで，Ｇさんは近隣の障害者雇用の実績があ

る３００人規模の食品加工会社で２週間の実習を行った。Ｈ精神保健福祉士は，職場

訪問でＧさんの働き方などを確認し，会社の担当者とＧさんの特徴に沿った仕事の

進め方を考えていった。実習終了後，同社の週３０時間勤務の障害者雇用枠で就職を

目指すこととなった。（問題１６２）

その後Ｇさんは無事就職することができ，Ｖ事業所に籍をおきながら毎日仕事に

通っている。ただし，Ｇさん独特のルールやコミュニケーション方法が職場内で理

解してもらえるよう，またＧさん自身の就労上の課題に取り組むため，専門職が支

援に入ることとなった。（問題１６３）
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問題 １６１ 次のうち，この時点で利用する外部の機関として，適切なものを１つ選

びなさい。

１ 公共職業安定所

２ 地域障害者職業センター

３ 就労継続支援事業A型

４ 発達障害者支援センター

５ 障害者職業能力開発校

問題 １６２ 次のうち，この時点でＨ精神保健福祉士が会社に勧める助成金制度とし

て，適切なものを１つ選びなさい。

１ 発達障害者・難治性疾患患者雇用開発助成金

２ 障害者雇用調整金

３ 障害者初回雇用奨励金

４ 精神障害者職場定着支援奨励金

５ 障害者トライアル雇用奨励金

問題 １６３ 次のうち，Ｇさんを支援する専門職として，適切なものを１つ選びなさ

い。

１ 精神障害者雇用トータルサポーター

２ 障害者職業カウンセラー

３ 職業指導員

４ 職場適応援助者

５ 障害者職業生活相談員
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